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下水道による良好な循環機能の形成
基本目標Ⅱ

　水害に強いまちづくりを着実に実施していくため、浸水リスクの高い重点化地区にお
いて浸水対策を進めるとともに、令和元年東日本台風により浸水被害が発生した排水樋
管周辺地域をはじめ、地形的要因や排水施設の部分的な能力不足などにより発生してい
る局地的な浸水箇所において、地域特性を踏まえた効果的な浸水対策を進めます。また、
整備水準を超える大雨に対して被害を最小化するため、ハード対策と、自助・共助を促す
ためのソフト対策（施策11（P111）参照）を組み合わせた総合的な対策を関係機関とも連
携しながら実施します。
　さらに、河川氾濫等の災害時においても、最低限の下水処理など、一定の下水道施設の
機能を確保するため、水処理センター・ポンプ場の耐水化を進めます。

効 果

後
施
実
策
対
水
浸

前
施
実
策
対
水
浸

42mm

3件

H11.7.21 H12.9.12 H15.6.25 H15.10.13 H25.4.6 H26.6.9

57mm

30件

41mm

6件

60mm

12件

49mm

0件 0件

51mm

0件

：1時間当たり降水量
：浸水被害発生件数

凡　例

過去と同程度の
降雨でも浸水被害は
発生していない。

48mm

H29.7.29

　雨水対策施設を整備することにより浸水被害は減少します。引き続き大雨に備えた対
策を実施し、浸水被害の軽減を図ります。

重点化地区（登戸・宿河原地区）における浸水被害状況

●浸水被害を軽減することで都市機能を確保し、市民が安全に安心して
暮らすことができます。

●河川氾濫等の災害時においても、一定の下水道施設の機能を確保し、市
民生活への影響を抑えることができます。

施策9 浸水対策
（１）大雨・浸水への備え 安全・安心

浸水対策の効果
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土橋地区

大島地区
観音川地区

三沢川地区

川崎駅東口周辺地区

京町・渡田地区

：重点化地区（実施中）

：重点化地区（実施済）

　都市化の進展に伴う浸透域の減少により、雨水の流出量が増え、河川や下水道にかかる
負担が増加しています。また、気候変動の影響により、雨の降り方が変化しており、下水道
の排水能力を超える大雨や、排水先の河川等の水位上昇に伴う浸水リスクが増大してい
ます。
　こうしたことから、浸水実績や浸水シミュレーションなどに基づき、浸水の危険性が高
い地区を重点化地区に位置付け、整備水準を既定計画の5年確率降雨（時間雨量52ｍｍ）
から、10年確率降雨（時間雨量58ｍｍ）にグレードアップした施設整備を進めるととも
に、国の「下水道浸水被害軽減総合事業」の要件を満たす地区では、既往最大降雨（時間雨
量92ｍｍ）においても床上浸水とならない対策を進めています。
　さらに、令和元年東日本台風では、これまでに経験したことがない多摩川の水位上昇の
影響を受け、排水樋管周辺地域において深刻な浸水被害が発生したことから、これらの地
域における浸水対策を進めています。

現状と課題 浸水対策

現 状

重点化地区の位置図

令和元年東日本台風により浸水被害が発生した排水樋管周辺地域の位置図

山王排水樋管

宮内排水樋管
諏訪排水樋管二子排水樋管宇奈根排水樋管

：排水樋管流域

：令和元年東日本台風時の浸水範囲
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・大師河原地区の浸水対策の完了
・重点化地区(三沢川地区、土橋地区、京町・渡田地区、川崎駅東口周辺地区、大島地区、観音
川地区)における浸水対策の推進
・令和元年東日本台風により浸水被害が発生した排水樋管周辺地域における排水樋管
ゲートの電動化、遠方操作化等の改良、観測機器の設置
・局地的な浸水箇所に対する地域特性を踏まえた対策の推進
・内水ハザードマップ及び浸水実績図の公表
・地下街が発達している川崎駅東口周辺区域における水位周知下水道の指定

排水樋管に設置した観測機器による遠方監視に関する取組

これまでの取組

排水樋管ゲートの電動化（令和2（2020）年7月稼働）大師河原貯留管（平成31（2019）年3月運用開始）

排水樋管ゲート
操作盤

監視カメラ
（ゲート上部）

外水位計
流速・流向計

通常時の水の流れ

内水位計

監視カメラ
（全体俯瞰）

河川
堤防

車道

排水樋管ゲート

歩廊

多摩川へ

排水樋管の観測機器から得られる情報を遠方監視

監視カメラによる映像

水位計による情報

多摩川計画高水位

付近最低地盤高

付近最低地盤高-1ｍ

内　水　位
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バイパス管の
整備

導水管の
整備

増補管の整備

水位計

ポンプ場管きょの整備

貯留管の整備

河川

防水扉の設置

耐水化
（点検口等の水密化）

排水樋管

窓の高所移動

（関連事業）
調整池・雨水流出抑制施設

非常時における水位情報の
防災管理者への通知土のう

集水ます
浸透ます
雨水貯留槽

水位が
上がって
います

水位が
上がって
います

（関連事業）

浸水対策の方向性

内水ハザードマップ（令和3（2021）年2月公表）

・浸水リスクの高い重点化地区において、既存施設の更なる活用方策と合わせた即効性の
ある取組を進めるなど、着実に浸水対策を進める必要があります。
・低地部を有する排水樋管周辺地域をはじめ、地形的要因や排水施設の部分的な能力不足
などにより発生している局地的な浸水箇所において、地域特性を踏まえた効果的な浸水
対策を進める必要があります。
・排水樋管周辺地域における浸水被害の最小化を図るため、水位・流向等の情報を活用し
た排水樋管ゲートの操作を行う必要があります。
・下水道の排水能力を超える大雨や、排水先河川等の水位上昇に伴う浸水時においても、
市民の生命と財産を守るため、必要な情報を提供していく必要があります。
・河川氾濫等の災害時においても、一定の下水道施設の機能を確保するため、水処理セン
ター・ポンプ場の耐水化を進める必要があります。

課 題
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取組29 重点化地区・局地的な浸水箇所における浸水対策 水道 工水 下水

計 画 期 間 の 取 組 内 容

・重点化地区に位置付けた6地区（三沢川地区、土橋地区、京町・渡田地区、川崎駅東口周辺
地区、大島地区、観音川地区）における対策の推進
・局地的な浸水箇所における対策の推進（山王、宮内、諏訪、二子、宇奈根排水樋管周辺地域
など）
・市内全域の排水樋管ゲートにおける電動化及び観測機器の設置等

三沢川地区における対策の概要

　三沢川を境に北側の菅・菅稲田堤地区と南側の菅北浦地区はどちらも平坦な地形であ
り、既存の排水施設の能力が不足しています。
　菅・菅稲田堤地区については、三沢川の計画高水位よりも地盤が低いところがあり、過去
に浸水被害が発生しているため、雨水管きょの布設やポンプ施設を設置するほか、上流域
である隣接市からの流入量の低減や、水路網調査を踏まえた分水対策など、隣接市・関係
局区等と連携した取組も含め浸水被害の軽減を図ります。
　菅北浦地区についても、雨水管きょを布設し、浸水被害の軽減を図ります。

※整備予定の内容は、計画の見通し等により変更する
可能性があります。
　また、計画期間以外の予定も含まれます。

※令和元年東日本台風による浸水範囲（水
路からの浸水、管理用通路水抜き穴から
の浸水、三沢川のアクリル板の目地から
の浸水による）

凡例
整備済管きょ（見込み）
整備予定管きょ
整備予定ポンプ施設
浸水実績
対策範囲

P

菅北浦地区 浸水状況

浸水対策のイメージ図
・　対策前
 既存施設の能力不足により浸水が発生

・　対策後
 雨水管きょの整備により能力向上

菅

土橋地区における対策の概要

※整備予定の内容は、計画の見通し等により変更する可能性があります。
　また、計画期間以外の予定も含まれます。

　土橋１丁目、２丁目地区は、丘陵地に降った雨水が、尻手黒川道路沿いなどの低地部に集まり、浸水被害が発生しています。このため、雨水が低地部
に集中しないよう、新たに雨水管きょを整備し、浸水被害の軽減を図ります。

凡例
整備済管きょ（見込み）
整備予定管きょ
浸水実績
対策範囲

浸水対策のイメージ図
・　対策前
 雨水が直接河川・水路に流入

・　対策後
 雨水管きょの整備により河川・水路の
 負担を軽減

尻手黒川道路 道路冠水状況

JR稲田堤駅

重点化地区における浸水対策
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京町・渡田地区（小田3丁目：先行整備地区）における対策の概要

　京町・渡田地区の小田３丁目地内は、平坦な地形であり、過去10年間の浸水実績が特に集中しているため、早期の対策が求められています。
　このため、下記の川崎駅東口周辺地区、京町・渡田地区、大島地区、観音川地区の一体的な整備に先駆けて、導水管整備を先行的に進め、浸水被害
の軽減を図ります。

※整備予定の内容は、計画の見通し等により変更する可能性があります。
　また、計画期間以外の予定も含まれます。

小学校東小田

小田小学校

JR南武支線

小田3丁目

小田3丁目地内 浸水状況

浸水対策のイメージ図
・　対策前
 下水管きょの能力を超える雨水により
 浸水が発生

・　対策後
 導水管の整備により既設下水管きょ
 の負担を軽減

川崎駅東口周辺地区、京町・渡田地区、大島地区、観音川地区における対策の概要

　川崎駅東口周辺地区、京町・渡田地区、大島地区、観音川地区は、平坦な地形であり、たびたび浸水被害が発生しているため、対策が求められて
います。
　川崎駅東口周辺地区については、既存施設（六郷遮集幹線など）や公共用地の更なる活用による浸水対策を進めます。
　京町・渡田地区、大島地区、観音川地区については、互いに隣接する地区であることから、入江崎統合幹線による一体的な浸水対策を実施しま
す。さらに、浸水対策に加えて、当該地区は老朽化が進むポンプ場を有していることから、入江崎統合幹線に、自然流下で汚水を収集する機能を付
加し、ポンプ場の統廃合を進めるなど、下水道システムの再構築を視野に入れた対策を進めます。

凡例
入江崎統合幹線
雨水導水管
ポンプ場汚水系遮集管
既存施設
浸水実績
対策範囲

整備予定

※整備予定の内容は、計画の見通し等により変更する可能性があります。
　また、計画期間以外の予定も含まれます。

入江崎水処理センター

大島地区 浸水状況

凡例
整備済管きょ（見込み）
整備予定管きょ
浸水実績
対策範囲
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〔当面の対策〕山王排水樋管周辺地域

　上丸子山王町2丁目は、周辺よりも
地盤が低い地区であることから、隣接
する丸子その2排水区へ水を導水させ
るバイパス管を整備します。この対策
により、令和元年東日本台風と同様の
降雨状況において、多摩川の水位が上
昇し排水樋管ゲートが閉鎖した場合
でも、浸水被害を防ぐことができます。

マンホール
　　遮集幹線バイパス管

（丸子その2排水区へ）
逆流防水弁（閉鎖）

上流より
雨水が流入

山王排水樋管
ゲート閉鎖

多摩川
（高水位）

堤
防

上丸子山王2丁目地区

マンホール
マンホール

マンホール マンホール

枝線

枝線

外水位

外水位

内水位

内水位

河川堤防

平常時（自然流下）

河川水位上昇時（強制排水）

河川堤防

局地的な浸水箇所における対策

　多摩川の水位上昇に伴う逆流防止と、多
摩川への雨水排水を同時に実施すること
ができる、ポンプゲート設備による対策を
進めます。これにより、令和元年東日本台
風当時の浸水に対して、一定の軽減効果が
見込めますが、更なる被害の軽減に向け
て、長期対策を進めます。

〔中期対策〕宮内・諏訪・二子・宇奈根排水樋管周辺地域

　浸水被害があった複数の排水区を一体的に捉え、排水できない雨水を新設する流下幹
線で集め、新設又は増設するポンプ場から多摩川へ排水するなど、複数の対策を組み合わ
せた対策について、具体化に向けた検討を進めます。
　この長期対策により、令和元年東日本台風当時の浸水等に対して、被害を解消すること
ができますが、大規模な用地確保や、整備費用と期間を要するなど課題があることから、
当面の対策及び中期対策と並行して、長期対策の実現に向けた取組を進めます。

〔長期対策〕山王・宮内・諏訪・二子・宇奈根排水樋管周辺地域

ポンプゲート設備による対策

出典：「効率的・効果的な浸水対策に資するポンプゲート設備に関する技術マニュアル」
公益財団法人 日本下水道新技術機構 2019年3月

ポンプゲートポンプゲート 電気設備

除塵設備

バイパス管の整備による対策
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R4 R5 R6 R7
重点化地区における

雨水管きょなどの整備の推進

局地的な対策の推進

三沢川、土橋、京町・渡田、川崎駅東口周辺、大島、観音川地区

排水樋管周辺地域の当面の対策（山王排水樋管周辺地域）

排水樋管周辺地域の中期対策（宮内・諏訪・二子・宇奈根排水樋管周辺地域） R9完了

排水樋管周辺地域の長期対策（山王・宮内・諏訪・二子・宇奈根排水樋管周辺地域）

年次計画

令和3年度末（見込み）指標名

浸水対策実施率
（三沢川、土橋、京町・渡田、
川崎駅東口周辺、大島、

観音川地区）
28.1% 40.8%

排水樋管周辺地域の
浸水対策累計実施数※

5対策
【床上浸水面積64.4％解消】

7対策
【床上浸水面積65.2％解消】

 令和7年度末

指標

※ 排水樋管周辺地域（山王、宮内、諏訪、二子、宇奈根地域）における短期対策、当面の対策、中期対策（計１１対策）の実施数とする。
　 【　】の値は、令和元年東日本台風当日の床上浸水面積に対する解消率（想定）を示す。なお、中期対策（4対策）が供用された場合
　 （令和９（2027）年度予定）、75.4％解消する見込み。

下水道事業：137億円

計画期間の予定事業費

11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

排水樋管周辺地域の浸水対策累計実施数

R2
（実績）

R3
（見込）

R7
（目標）

（対策）
100

浸水対策実施率

R2
（実績）

R3
（見込）

R7
（目標）

（%）

80

60

40

20

24.3 28.1

40.8

0

7

当面の対策

短期対策短期対策短期対策

5 5

（年度）（年度）

個別の状況確認を踏まえた対策の実施
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コラム
国・流域自治体が一体となって取り組む「流域治水」
　「流域治水」とは、河川、下水道、砂防等の管理者が主体となって行う浸水被害対策
に加え、集水域と河川区域のみならず、氾濫域も含めて一つの流域として捉え、その
流域全員が協働して「氾濫をできるだけ防ぐ・減らす対策」「被害対象を減少させるた
めの対策」「被害の軽減、早期復旧・復興のための対策」までを多層的に取り組むもの
です。
　令和3（2021）年3月に、全国109の一級水系全てにおいて流域治水プロジェクト
が公表され、本市も「多摩川水系流域治水プロジェクト」及び「鶴見川水系流域治水プ
ロジェクト」に参画しています。これらの流域治水プロジェクトでは、流域全体を俯
瞰し、国・流域自治体が一体となり、各対策をハード・ソフト一体で多層的に推進する
こととしています。
　本市においても、浸水被害の軽減に向けた対策に取り組むとともに、河川水位の低
下など流域自治体の一員として連携した取組を進めます。

流域治水（イメージ）

出典 「気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について
答申 令和2年7月 国土交通省 社会資本整備審議会」

治水ダムの
建設・再生

貯留施設
の整備

利水ダムの活用

ため池等の治水利用

遊水池の整備

二線堤防の整備
堤防の強化

移転

河川区域

氾濫域

集水域
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具体的な対策方法（イメージ）
止水板

防水扉

防水扉の設置等

窓の高所移動

耐水化
（点検口等の水密化）

R4 R5 R6 R7
水処理センター・
ポンプ場の耐水化 耐水化工事の実施（江川ポンプ場ほか） R8完成

年次計画

計画期間の取組内容

・水処理センター・ポンプ場の耐水化の推進（江川ポンプ場ほか）

　水処理センター・ポンプ場において、被災時のリスクの大きさや設備の重要度に応じて
段階的に耐水化を推進し、災害時における必要な下水道機能を確保します。
　対策としては、中高頻度によって起こりうる洪水や、既往最大降雨による内水の浸水な
どに対して機能を維持できるよう、防水扉の設置等を進めます（慶長型地震による津波対
策は平成30（2018）年度に対策済）。

取組30 水処理センター・ポンプ場の耐水化 水道 工水 下水

水処理センター・ポンプ場の耐水化の推進
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下水道事業：7億円

計画期間の予定事業費

100

水処理センター・ポンプ場の耐水化率

R2
（実績）

R3
（見込）

R8
（将来目標）

R7
（目標）

（%）

80

60

40

20

50.0

83.3

100

0

50.0

（年度）

令和3年度末（見込み）指標名

水処理センター・ポンプ場の
耐水化率 50.0%※ 83.3%

 令和7年度末

指標

※ 全24施設のうち12施設は浸水リスクが無い又は津波対策として耐水化済み。

令和3年度末（見込み）指標名

水処理センター・ポンプ場の
耐水化率 50.0%※ 83.3%

 令和7年度末

指標

※ 全24施設のうち12施設は浸水リスクが無い又は津波対策として耐水化済み。



第
5
章

施
策
及
び
取
組

第
5
章

施
策
及
び
取
組

川崎市上下水道事業中期計画

KAWASAKI WATERWORKS and SEWERAGE Project  Mid-Term PlanKAWASAKI WATERWORKS and SEWERAGE Project  Mid-Term Plan

104

　大規模な地震が発生した場合でも、下水道機能を損なうことのないように、管きょの耐
震化や施設の耐震補強、再構築に合わせた耐震化の推進など、計画的かつ効率的に下水道
施設の地震対策を進めます。
　管きょにおいては、下水道機能の確保の優先度が高い避難所や重要な医療機関等と水
処理センターとを結ぶ管きょを、優先的に耐震化します。また、災害時にも下水処理機能
を確保できるよう、水処理センターで発生する汚泥を処理施設に送る、汚泥圧送管を耐震
化します。
　施設においては、市街地での下水の滞留・溢水を防止するため、下水を汲み上げ下流に
流す機能（揚水機能）や、下水を消毒し公衆衛生を確保する機能（消毒機能）を持つ施設を
優先的に耐震化します。

効 果
●大規模な地震が発生した場合においても、避難所や重要な医療機関の
トイレを使用することができ、地域におけるトイレ機能を確保するこ
とができます。

●大規模な地震が発生し、水処理センターが被災した場合においても、
最低限の下水処理を行うことができます。

破損土砂流入

マンホール

管きょ

マンホール浮上たるみによる滞水継手部のずれ

土砂

地震による下水管きょへの影響
平成23年東日本大震災、千葉市事例

施策10 下水道の管きょ・施設の地震対策
（２）災害時の機能維持（２）災害時の機能維持 強靭
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・川崎駅以南の地域の重要な管きょの耐震化の完了
・川崎駅以北の地域の重要な管きょの耐震診断の完了
・川崎駅以北の地域の重要な管きょの耐震化の推進
・汚泥圧送管（麻生水処理センター～等々力水処理センター）の地震対策の推進

　本市においても、近い将来大規模な地震に見舞われることが懸念されています。大規模
な地震が発生した場合、耐震性のない管きょでは、破損や継手部のずれなどが発生し、そ
こから土砂が流入することにより閉塞などの被害が想定されるほか、管きょの直上部が
陥没するなど、被害が発生することが想定されます。
　こうしたことから、災害時においても下水道の機能が確保できるよう、重要な管きょの
耐震化を進めています。

現状と課題 下水管きょの地震対策

現 状

重要な管きょの耐震化（左：耐震化前、右：耐震化後）

・地域防災計画に位置付けられた市立小・中学校などの避
難所や災害拠点病院などの重要な医療機関等と水処理
センターとを結ぶ管きょ
・鉄道・河川・緊急輸送路（重要物流道路）の下の管きょ
・その他、下水を流下収集させる機能面から見てシステム
として重要な管きょ

重要な管きょとは

重要な
医療機関
重要な
医療機関

避難所や重要な医療機関と水処理センターとを
結ぶ下水管きょ
避難所や重要な医療機関と水処理センターとを
結ぶ下水管きょ

凡　　　例凡　　　例

鉄道、河川、緊急輸送路の下などの下水管きょ鉄道、河川、緊急輸送路の下などの下水管きょ

下水管きょ下水管きょ

鉄道鉄道

河川河川

避難所
（市立小・中学校等）

避難所
（市立小・中学校等）

水処理
センター
水処理
センター広域

避難場所
広域
避難場所

緊急輸送路緊急輸送路

・災害時に機能確保の優先度が高い避難所や重要な医療機関と水処理センターとを結ぶ
管きょの耐震化を早急に完了させる必要があります。
・災害時においても、下水処理機能を確保できるよう、水処理センターで発生する汚泥を
入江崎総合スラッジセンターへ送る、汚泥圧送管の耐震化を推進する必要があります。

課 題

重要な管きょ

これまでの取組
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耐震性能あり

耐震性能なし

避　難　所

凡　例

重要な医療機関 ※川崎駅以南の地域の重要な管きょは耐震化済み

麻生水処理センター

加瀬水処理センター

等々力水処理センター

川崎
駅以南

計画期間の取組内容

・重要な管きょのうち、避難所や重要な医療機関と水処理センターとを結ぶ管きょの耐震
化の推進
・汚泥圧送管の耐震化の推進（麻生水処理センター～等々力水処理センターほか）

　耐震性のない重要な管きょのうち、広域避難場所や地域防災拠点・避難所及び地域防災
計画に位置付けられた医療機関等と水処理センターを結ぶ管きょの耐震化を優先して進
めていきます。

　本市では、市内4箇所の水処理センターで下水を処理した際に発生する汚泥は、汚泥を
送る専用の管きょ（汚泥圧送管）を通じて、入江崎総合スラッジセンターに集約して処理
しているため、汚泥圧送管が被災すると汚泥を送ることができず水処理が滞ります。この
対策として、耐震性を有する管きょによる汚泥圧送管の二条化を進めていきます。

汚泥圧送管の耐震化

等々力水処理センター

加瀬水処理センター

汚泥圧送管（施工済） 汚泥圧送管（既設）
凡　例

汚泥圧送管（施工予定）

入江崎水処理センター

入江崎総合
スラッジセンター

加瀬処理区

入江崎処理区

高石中継ポンプ場 戸手中継ポンプ場

臨海工業地帯

麻生処理区

麻生水処理センター

等々力処理区

避難所や重要な医療機関と
水処理センターとを結ぶ管きょ平面図

取組31 下水管きょの地震対策 水道 工水 下水

重要な管きょの耐震化の推進

汚泥圧送管の耐震化の推進
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R4 R5 R6 R7
避難所や重要な医療機関と

水処理センターとを結ぶ重要な管きょ

汚泥圧送管の耐震化

耐震化工事の実施 R8完成

汚泥圧送管の地震対策（麻生水処理センター～等々力水処理センターほか）

年次計画

下水道事業：118億円

計画期間の予定事業費

令和3年度末（見込み）指標名

避難所や重要な医療機関と
水処理センターとを結ぶ
重要な管きょの耐震化率※

66.2% 89.0%

重要な管きょの耐震化率 87.0% 89.7%

 令和7年度末

指標

※ 重要な管きょのうち、避難所や重要な医療機関と水処理センターとを結ぶ重要な管きょを対象とする。

100

避難所や重要な医療機関と水処理センター
とを結ぶ重要な管きょの耐震化率

R2
（実績）

R3
（見込）

R7
（目標）

R8
（将来目標）

（%）

80

60

40

20

100

0

59.7

89.0

66.2

100

重要な管きょの耐震化率

R2
（実績）

R3
（見込）

R7
（目標）

（%）

80

60

40

20

86.3 87.0 89.7

0
（年度）（年度）



第
5
章

施
策
及
び
取
組

第
5
章

施
策
及
び
取
組

川崎市上下水道事業中期計画

KAWASAKI WATERWORKS and SEWERAGE Project  Mid-Term PlanKAWASAKI WATERWORKS and SEWERAGE Project  Mid-Term Plan

108

・施設を運転・制御する機能を確保する取組（管理棟の耐震化）の完了
・ポンプ場での汚水揚水機能を確保する取組（ポンプ施設の耐震化やバイパス管の設置）
の推進
・水処理センターでの揚水機能を確保する取組（ポンプ施設の耐震化）の推進
・津波対策の完了

これまでの取組

　大規模な地震が発生した場合、構造物や設備機器等の損壊、停電に伴う水処理機能や揚
水機能の停止により、処理できなくなった汚水が市街地に流出してしまうことや、降雨に
伴う浸水の発生、公共用水域の水質汚濁が懸念されます。
　こうしたことから、災害時においても汚水や雨水を排除する機能と最低限の下水処理
機能を確保するため、水処理センター・ポンプ場の耐震化を進めています。

現状と課題 水処理センター・ポンプ場の地震対策

現 状

施設の耐震化 津波対策

・水処理センター・ポンプ場において、災害時にも汚水を揚水する機能を確保するため、揚
水施設の耐震化を推進する必要があります。
・水処理センターにおいて、災害時にも汚水を消毒する機能を確保するため、消毒施設の
耐震化を推進する必要があります。
・停電時においても施設を稼働させ続けることができるよう、自家発電設備や雨水ポンプ
で使用する燃料の貯蔵容量を十分に確保する必要があります。
・施設の再構築や設備の更新に合わせて、耐震化を進める必要があります。

課 題

バイパス管によるバックアップ対策

上流側
マンホール

下流側
マンホール

ポンプ場

バイパス管

沈殿池
施設
沈殿池
施設

震災により
設備機器等の損傷
震災により

設備機器等の損傷
ポンプ
施設
（停止）
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計画期間の取組内容

・水処理センターの揚水機能の確保（麻生水処理センター）
・ポンプ場の汚水揚水機能の確保（小向ポンプ場など）
・水処理センターの消毒機能の確保(入江崎水処理センター）
・燃料貯蔵容量の確保（麻生水処理センターなど）
・設備更新などに合わせた水処理センター・ポンプ場の耐震化の推進

　被災後72時間は、下水道機能を維持するため、必要な燃料を確保することが必要となる
ことから、既存の燃料貯蔵容量を増強する取組を進めていきます。

ポンプ施設沈砂池

汚泥処理施設

最初沈殿池

【脱水機能・汚泥処理機能】

【沈殿機能】 【水処理機能】 【消毒機能】

【沈殿機能】【揚水機能】

管理棟
【管理機能】

反応タンク 最終沈殿池 消毒設備

汚泥

揚水機能
消毒機能

ポンプ棟など
塩素混和池など

管理機能 管理棟など

沈殿機能
水処理機能
脱水機能
汚泥処理機能

最初沈殿池など
反応タンク・最終沈殿池など
汚泥脱水設備など
汚泥焼却炉など

凡例

中期計画期間中に取組を進める
機能と施設・設備
段階的に耐震化を進める
機能と施設・設備

地震対策が完了している
機能と施設・設備

水処理センターの地震対策

燃料貯蔵容量の確保

取組32 水処理センター・ポンプ場の地震対策 水道 工水 下水

燃料貯蔵容量の確保

ポンプ施設ポンプ施設 反応タンク

既設燃料貯蔵タンク新設燃料貯蔵タンク 既設燃料貯蔵タンク 新設燃料貯蔵タンク

発電機

ポンプの動力ポンプの動力

【揚水機能】 【揚水機能】
水処理センター

【水処理機能】

微生物の
働きに必要な
酸素の供給等

ポンプ場

河川
・
海

河川
・
海

燃料供給
処 理 水

汚　　水雨　　水

被災時に72時間機能を
確保する施設
中期計画期間中の取組

電　　力

凡例



第
5
章

施
策
及
び
取
組

第
5
章

施
策
及
び
取
組

川崎市上下水道事業中期計画

KAWASAKI WATERWORKS and SEWERAGE Project  Mid-Term PlanKAWASAKI WATERWORKS and SEWERAGE Project  Mid-Term Plan

110

年次計画

R4 R5 R6 R7

ポンプ場の汚水揚水機能
の確保

水処理センターの
揚水機能の確保 麻生水処理センター

水処理センターの
消毒機能の確保 入江崎水処理センター

下水道施設の
燃料貯蔵容量の確保 麻生水処理センターなど

小向ポンプ場など

下水道事業：57億円
計画期間の予定事業費

令和3年度末（見込み）指標名

ポンプ場の汚水揚水機能確保率 54.5%

水処理センターの揚水機能確保率 75.0%

下水道施設の燃料貯蔵容量確保率 0%

水処理センターの消毒機能確保率 50.0%

 令和7年度末

指標

100%

100%

16.7%

50.0%

100

水処理センターの消毒機能確保率

R2
（実績）

R3
（見込）

R7
（目標）

（%）

80

60

40

20

50.0 50.0 50.0

0

100

下水道施設の燃料貯蔵容量確保率

R2
（実績）

R3
（見込）

R7
（目標）

（%）

80

60

40

20

0.0 0.0

16.7

0

100

水処理センターの揚水機能確保率

R2
（実績）

R3
（見込）

R7
（目標）

（%）

80

60

40

20

100

0

75.0 75.0

100

ポンプ場の汚水揚水機能確保率

R2
（実績）

R3
（見込）

R7
（目標）

（%）

80

60

40

20

100

0

54.5 54.5

（年度）（年度）

（年度）（年度）
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　大規模地震や風水害等の自然災害が
発生した場合には、下水道を含む様々
なインフラ施設に被害が発生します。
また、人、物資、情報など、利用できる資
源も制約を受け、下水道サービスにも
支障を来すことが想定されます。さら
に、気候変動の影響等により、雨の降り
方が変化しており、下水道の排水能力
を超える大雨や、排水先の河川等の水
位上昇に伴う浸水リスクが増大してい
ます。
　このような自然災害による市民生活
への影響や災害時の被害をできる限り
抑えるため、水道・工業用水道・下水道
の3事業が連携して危機管理対策に取
り組んでいます。
　これらの取組に加え、災害時には、市
民、地域、事業者の皆様の自助・共助へ
のご協力が不可欠であることから、災
害リスク情報を発信するための取組に
ついても進めています。

現状と課題 危機管理対策

現 状

施策11 下水道の危機管理対策
　大規模地震や激甚化・頻発化する風水害などを踏まえ、PDCAサイクルによる訓練の実
施、振り返り、改善を継続的に行い、上下水道局防災計画及び業務継続計画等の検証・見直
しによる実効性の向上、災害対応能力の強化を進めます。
　また、広域的な応援体制の構築につながる大都市等との訓練の継続的な実施により、災
害時の連携強化を進めます。
　さらに、災害時の被害の最小化や災害リスク情報を発信するための取組について、関係
機関とも連携しながら推進します。

効 果
●災害時の迅速な対応・調査・復旧が可能となります。
●災害時の被害の最小化と地域防災力の強化を図ることができます。

1.水位周知下水道の指定
（公共下水道 堀川幹線）

3.雨水出水浸水想定区域の指定

2.雨水出水特別警戒水位の認定

水位：1.97m（下水管底高から）
（砂子基準観測所）

凡　　例
浸水した場合に想定される水深

0.1m～0.2m未満

0.2m～0.5m未満

0.5m～1.0m未満

1.0m～2.0m未満

2.0m以上

水位周知下水道の指定及び
雨水出水浸水想定区域の指定（市HPに掲載）
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排水樋管に設置した観測機器の情報提供
（川崎市上下水道局HPに掲載）

上下水道局防災計画に基づく対策会議

排水樋管ゲート操作訓練排水ポンプ車運用訓練

・上下水道局防災計画及び業務継続計画の継続的な改善
・上下水道局防災計画及び業務継続計画に基づく訓練の実施
・排水ポンプ車の導入及びマニュアルに基づく訓練の実施
・内水ハザードマップ及び浸水実績図の周知
・水位周知下水道における水位情報の周知（堀川幹線）
・観測機器から得られる排水樋管情報の提供
・大都市間及び民間事業者との応援・協力体制の構築

これまでの取組
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・平成28年熊本地震や令和元年東日本台風などを踏まえ、各種課題の対策や災害対応能力
を強化する取組を継続的に実施していく必要があります。
・訓練等による計画の検証・見直し、実効性の向上を継続する必要があります。
・内水ハザードマップや水位周知下水道における水位情報の周知など、災害リスク情報を
発信するための取組を推進する必要があります。
・他都市や民間事業者との連携を強化する取組を継続的に実施する必要があります。
・災害時におけるトイレ対策のあり方について、全庁的な検討に基づく取組を推進する必
要があります。

課 題

計画策定前 計画策定後
0％

100％

業
務
レ
ベ
ル

平時 災害対応

発災

事前対策により、発災直後の
業務レベルの低下を抑制する。
（施設の耐震化等）

事前対策・事後対応により、
業務復旧を早期に実現する。

業務継続計画導入による早期復旧イメージ
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計画期間の取組内容

・PDCAサイクルによる上下水道局防災計画及び業務継続計画の検証・見直し
・職員を対象とした訓練・研修の継続的な実施
・排水ポンプ車運用訓練の実施
・災害用通信体制の構築
　  地震等の災害に強い通信インフラである下水道光ファイバーネットワークシステム
を利用したビデオ会議システム及び内線電話システムを構築します。

PDCAサイクル

Plan
計画策定・更新

Do
訓練の実施

Check
実施状況の点検

Action
改善の取組

R4 R5 R6 R7

職員を対象とした訓練・研修

ビデオ会議システム及び
内線電話システムの構築

継続実施

構築の実施

年次計画

※ 取組37「水処理センター・ポンプ場の設備更新・長寿命化」に含まれる。

計画期間の予定事業費

取組33 災害対応能力の強化 水道 工水 下水

令和3年度末（見込み）指標名

局訓練・研修後のアンケート
調査結果による理解度 ― 理解度向上率80%以上

（年平均）

 令和7年度末

指標

排水ポンプ車運用訓練
実施回数 18回／年 15回以上／年
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計画期間の取組内容

・他都市と連携した訓練の継続的な実施
・大都市間等との広域連携による応援体制の強化
・民間事業者等との協力体制の充実
・内水ハザードマップ及び浸水実績図の周知
・水位周知下水道における水位情報の周知（堀川幹線）
・観測機器から得られる排水樋管情報の提供
・災害時のトイレ対策のあり方についての全庁的な検討に基づく取組の推進

R4 R5 R6 R7

他都市との訓練 

災害リスク情報の発信

継続実施

継続実施

年次計画

大都市間の相互応援訓練 （公益社団法人）日本下水道管路管理業協会と
「災害時における復旧支援協力」

に関する協定締結【平成29（2017）年11月】
協定内容：下水道管路の被害状況の調査等

平成28年熊本地震時の支援活動（左：支援都市全体会議、右：現地調査）

取組34 災害時の連携強化と災害リスク情報の発信の推進 水道 工水 下水
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　膨大なストックを抱える下水道では、今後、施設の老朽化が更に加速することが見込ま
れています。そこで、蓄積した維持管理情報から施設の健全度を把握し、重要度を考慮し
たリスク評価を行います。さらに、アセットマネジメントにより、それらの情報に基づく
中長期的なリスクとコストのバランスを考慮した老朽化対策（管きょの再整備、施設の再
構築、設備更新・長寿命化）を推進します。また、再整備・再構築と合わせて耐震化・省エネ
化等の機能向上を図るなど、効率的・効果的に事業を推進します。

効 果
●下水道施設の健全性を確保するとともに機能向上が図られ、持続的な
下水道サービスの提供が可能となります。

　本市では昭和6（1931）年から下水道事業に着手しており、積極的に下水道の普及拡大
に取り組んできた結果、現在ではほとんどの市民が下水道を利用できるようになってい
ます。一方で、初期に整備した下水道施設は老朽化が進んでいることから、アセットマネ
ジメントにより計画的に管きょの再整備、施設の再構築、設備更新・長寿命化を進めてい
ます。

現状と課題 下水道の管きょ・施設の老朽化対策

現 状

入江崎水処理センター西系施設 入江崎水処理センター沈砂池管理棟

施策12 下水道の管きょ・施設の老朽化対策
（３）下水道管きょ・施設の適切な管理と更新（３）下水道管きょ・施設の適切な管理と更新 持続

・管きょ再整備重点地域における老朽化した管きょの再整備の推進
・入江崎水処理センター（西系施設・沈砂池管理棟）の再構築の完了
・渡田ポンプ場、大師河原ポンプ場の再構築の推進
・水処理センター・ポンプ場における設備更新の推進

これまでの取組
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老朽化したポンプ設備の更新

老朽化したスクリーン設備の更新

11 16 21 26 31 36 41 46 51 56 61 H3S6 8 13
（年度）

累計延長（km）
3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0
18 23 28 R2

耐用年数を超過する管きょ（250km）
（R2年度末時点：全管きょ延長の8.0％）

管きょ総延長＝約3,150km

耐用年数を超過する
管きょ施設の急増

等々力処理区

麻生処理区

加瀬処理区

入江崎処理区

令和2（2020）年度末時点における下水管きょの管理延長

・下水道サービスを安定して提供し続けるため、急増する老朽化した管きょ・施設の再整
備・再構築を計画的に実施する必要があります。
・管きょ・施設の再整備・再構築に当たっては、耐震化や省エネ化など、機能の向上を図る
ことにより効率的に事業を推進する必要があります。

課 題
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計画期間の取組内容

・管きょ再整備重点地域における老朽化した管きょの再整備
 　（入江崎処理区、加瀬処理区の一部）
・汚泥圧送管の再整備
 　（等々力水処理センター～戸手ポンプ場）

R4 R5 R6 R7

管きょの再整備

汚泥圧送管の再整備

管きょ再整備重点地域における老朽化した管きょの再整備

等々力水処理センター～戸手ポンプ場

年次計画

取組35 下水管きょの再整備 水道 工水 下水

　管きょの不具合に伴い発生する道路陥没や流下能力の低下などのリスクが大きく、再
整備優先度が高い入江崎処理区及び加瀬処理区の一部を「管きょ再整備重点地域」として
位置付け、管きょの再整備を進めます。

管きょの老朽化対策の考え方

管きょ再整備重点地域

入江崎処理区

加瀬処理区
川崎駅

高低
再整備優先度

管きょの再整備優先度と重点地域
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（年度）

下水道事業：46億円

計画期間の予定事業費

100

管きょの再整備率

R2
（実績）

R3
（見込）

R7
（目標）

（%）

80

60

40

20

35.3 36.4 39.8

0

100

汚泥圧送管の再整備率

R2
（実績）

R3
（見込）

R7
（目標）

（%）

80

60

40

20 12.5 12.5

25.0

0
（年度）

指標

※１ 令和3（2021）年度時点の管きょ再整備重点地域を対象とする。
※２ 水処理センター等をつなぐ汚泥圧送管のうち、耐用年数を超過した路線を対象とする。

令和3年度末（見込み）指標名  令和7年度末

管きょ再整備率※１ 36.4% 39.8%

汚泥圧送管の再整備率※２ 12.5% 25.0%
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計画期間の取組内容

・入江崎総合スラッジセンター1系焼却炉の再構築
・渡田ポンプ場の再構築
・大師河原ポンプ場の再構築
・六郷ポンプ場の再構築

　施設の再構築に合わせて、機能の高度化（省エネ化、耐水化、耐震化、処理能力向上など）
を図ります。

R4 R5 R6 R7

入江崎総合スラッジセンターの再構築

ポンプ場の再構築

1系焼却炉 R8完成

大師河原ポンプ場

六郷ポンプ場

渡田ポンプ場 R9完成

年次計画

入江崎総合スラッジセンターの再構築事業（左：再構築前、右：完成イメージ）

渡田ポンプ場の再構築事業（左：再構築状況、右：完成イメージ）

下水道事業：131億円

計画期間の予定事業費

取組36 水処理センター・ポンプ場の再構築 水道 工水 下水

施設の再構築の考え方
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計画期間の取組内容

・ライフサイクルコストを最小化した設備更新・長寿命化の継続
・光ファイバーケーブル網の更新

　耐用年数を超過した老朽化設備が急増する一方、限りある予算の中での対策を進めて
いく必要があります。今後、より効果的な老朽化対策を推進するため、各設備の重要度と
設備の状態を表す健全度からリスク評価を行い、設備更新・長寿命化実施優先度の設定に
活用します。

　水処理センター・ポンプ場には、様々な機械・電気設備があり、それらの老朽化対策に
は、機器単位で交換する「更新」と機器を構成する部品単位で交換する「長寿命化」があり
ます。機器の老朽化状態に応じてランニングコストを含めた機器のライフサイクルコス
トが最小となるよう、「更新」と「長寿命化」を組み合わせ効率的・効果的に対策を進めま
す。

小 特大

低

高

リスク小

リスク大

リスクが大きい

設備から優先的に

事業化

設備の状態（健全度）を診断

下水処理機能上の重要性（設備重要度）を判定

ポンプ場流入ゲートが劣化

故障等が起きた時の影響度（設備重要度）

故
障
等
の
起
こ
り
や
す
さ（
健
全
度
）

水処理センター・ポンプ場のリスク評価（イメージ）

長寿命化手法を取り入れた改築手法・費用長寿命化手法を取り入れた改築手法・費用従来の改築手法・費用従来の改築手法・費用

更新更新健
全
度

基準値

使用限界値 機能停止

改築費
②

改築費
①

費
用

年数

年数

長寿命化手法を取り入れた
改築手法

従来の
改築手法

費
用

改築費
①

改築費
② 長寿命化費①

長寿命化費②
改築費
③

更新更新部品
交換
部品
交換

部品
交換
部品
交換

長寿命化費
①

長寿命化費
②

健
全
度

基準値

使用限界値

費
用

年数

年数

改築費
③

コスト低減

施設の長寿命化のイメージ

取組37 水処理センター・ポンプ場の設備更新・長寿命化 水道 工水 下水

設備更新・長寿命化実施優先度の設定

水処理センター・ポンプ場施設の設備更新・長寿命化の考え方



第
5
章

施
策
及
び
取
組

第
5
章

施
策
及
び
取
組

川崎市上下水道事業中期計画

KAWASAKI WATERWORKS and SEWERAGE Project  Mid-Term PlanKAWASAKI WATERWORKS and SEWERAGE Project  Mid-Term Plan

122

R4 R5 R6 R7

水処理センター・ポンプ場

光ファイバーケーブル

設備の長寿命化対策

設備更新 R9完成

年次計画

下水道事業：108億円

計画期間の予定事業費

　下水管きょは、雨水や汚水を流す機能だけではなく、管きょ内に敷設した光ファイバー
ケーブルにより、上下水道局の各施設の情報ネットワークとしての機能も兼ね備えてお
り、これらのネットワークは市の行政情報システムにも利用されています。
　老朽化した光ファイバーケーブルの更新に合わせ、災害体制の強化を図るため、災害時
に強い通信インフラである下水道光ファイバーネットワークを拡張して、ビデオ会議及
び内線電話システムの構築を行うとともに、局内外の事業所間の確実な通信体制を構築
します。

光ファイバーケーブル網図

入江崎水処理センター

加瀬水処理センター

等々力水処理センター

長沢浄水場

生田浄水場

麻生水処理センター

光ファイバーケーブル（更新予定）

凡　例

光ファイバーケーブル（更新済）
光ファイバーケーブル（新設）
下水道施設（11施設）
水道施設（11施設）

本庁舎

光ファイバーケーブル網の更新
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コラム
下水道事業のアセットマネジメント
　本市の下水道事業は、限られた予算と人
員の中、増え続ける施設の老朽化への対策
に加え、浸水対策、地震対策、地球温暖化対
策等の各事業も計画的に推進しながら、適
正な維持管理を実施し、質の高いサービス
を継続的に提供する必要があります。その
ためには、膨大な下水道施設の状況を客観
的に評価し、中長期的な施設の状況や財政
収支を見通しながら、リスクとコストのバ
ランスを踏まえた計画的な施設や資金のマ
ネジメントを行うことに加え、技術力の継
承など人材のマネジメントも一体的に行う
必要があり、これを実践する活動がアセッ
トマネジメントです。

　令和2（2020）年度に本格導入した本市の下水道事業におけるアセットマネジメ
ントは、下水道施設の膨大な維持管理情報などを蓄積・管理・分析するアセットマネ
ジメント情報システムを活用した「リスクマネジメントに基づく計画立案」⇒「計画
の実施」⇒「パフォーマンス評価」⇒「計画の見直し」のPDCAサイクルを回すことで
実施します。今後もアセットマネジメント手法を活用し、持続可能な下水道サービス
を提供します。

アセットマネジメントのPDCAサイクル

アセットマネジメント
サービス水準

◆浸水対策
◆老朽化対策
◆地球温暖化対策

◆地震対策
◆高度処理化
　　　　　等

人材の
マネジメント
・組織体制
・人材育成,技術継承

資金の
マネジメント
・下水道使用料
・財政収支見通し

施設資産の
マネジメント

・全施設の健全度の把握
・施設情報,維持管理情報の蓄積
・リスクマネジメントに基づくリスクとコストの
　　　バランスを踏まえた施設管理

川崎市上下水道ビジョンの基本理念
「健全な水循環により市民の生活を守る川崎の上下水道」の実現

基本目標：下水道による良好な循環機能の形成
市民サービスの充実と持続可能な経営基盤の確保

アセットマネジメント
情報システムを活用した
維持管理情報等の
蓄積・管理

Plan リスクマネジメントに基づく施設管理の計画立案

Action 計画の見直し Do 計画の実施

Check パフォーマンス評価
蓄積した維持管理情報等の分析・評価
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施策13 下水道の管きょ・施設の維持管理
　下水道の管きょや水処理センター・ポンプ場施設を健全な状態に保つため、計画的な点
検・調査、修繕等による予防保全を組み合わせた維持管理を実施します。
　また、放流水質基準の遵守、エネルギーの適切な管理など、これまで蓄積した知識と経
験等に基づき水処理センター・ポンプ場を適正に運転管理します。
　さらに、アセットマネジメント情報システムを活用し、維持管理情報を一元的に蓄積・
管理するとともに、それらの情報等に基づき施設管理状況の把握・評価を行うことで、老
朽化対策のほか浸水対策など各施策に活用します。

効 果
●下水道施設の機能を効率的かつ効果的に維持することができ、安定的な
下水道サービスの提供が可能となります。

　下水道では、今後老朽化した管きょ・施設が更に急増することが見込まれており、適切
な修繕整備や施設管理が求められています。こうしたことから、予防保全的な観点も考慮
し、点検・調査、修繕等の維持管理を実施しています。また、アセットマネジメント情報シ
ステムにより、維持管理情報と施設情報を一元的に管理することで、情報の有効活用と適
切な資産管理を実施しています。

現状と課題 下水道の管きょ・施設の維持管理

現 状

アセットマネジメント情報システム構成図

・計画的な清掃、点検・調査、修繕等を実施する必要があります。
・水処理センター・ポンプ場の適切な運転管理を継続的に実施する必要があります。
・維持管理を起点とした効率的かつ効果的な事業運営を実現するため、維持管理情報を蓄
積･管理の上、高度に分析・活用していく必要があります。

課 題

・下水道の管きょ･施設の計画
的な清掃、点検･調査、修繕等
の実施
・水処理センター・ポンプ場の
適切な運転管理の実施
・アセットマネジメント情報シ
ステムによる維持管理情報の
蓄積・管理

これまでの取組
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計画期間の取組内容

・下水管きょの計画的な清掃、点検・調査、修繕等の実施
・アセットマネジメント情報システムによる維持管理情報の蓄積・管理・分析

　アセットマネジメント情報システムにより、点検・調査、陳情等で得られる膨大な維持
管理情報を効率的に蓄積・管理・分析し、下水管きょの健全度予測やリスク評価を行いま
す。

管きょの清掃状況 タブレットを用いた管きょの点検状況

アセットマネジメント情報システムによる維持管理情報の活用例
（管きょの健全度推移予測）

健全度の悪い管きょが増加

3,000

2,000

1,000

0 H28

延長(km)

R18 38 58 78 （年） （年）

適切な事業量による
健全度の悪い管きょの抑制

3,000

2,000

1,000

0 H28

延長(km)

R18 38 58 78

良い
健全度

悪い

適切な事業量に増加させ平準化した場合評価時と同規模の事業量で平準化した場合

R4 R5 R6 R7

維持管理

維持管理情報の
蓄積・管理・分析

計画的な清掃、点検・調査、修繕等の継続

アセットマネジメント情報システムの活用

年次計画

下水道事業：62億円

計画期間の予定事業費

取組38 下水管きょの維持管理 水道 工水 下水

維持管理情報の蓄積・管理・分析
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計画期間の取組内容

・水処理センター・ポンプ場の計画的な保守点検・調査、修繕等の実施
・水処理センター・ポンプ場の適切な運転管理の実施
・アセットマネジメント情報システムによる維持管理情報の蓄積・管理・分析

　水処理センターに流入する下水の量や水質は、市民の生活行動や天候などの影響によ
り日々変化することから、放流水質基準を遵守するために、施設ごとの特性に応じた運用
ノウハウを生かした運転操作を行います。また、下水処理には多くのエネルギーを要する
ことから、省エネにも配慮した運転操作を行います。

　施設の点検・調査・修繕等の保全情報や、流入水質・放流水質等の運転情報といった維持
管理に関する情報をアセットマネジメント情報システムに蓄積するとともに、それらの
情報を分析することにより、保守点検計画や老朽化対策事業の最適化を図ります。

タブレットを用いた設備の点検状況 中央監視制御装置による施設の運転

R4 R5 R6 R7

運転管理

維持管理 計画的な保守点検・調査、修繕等の継続

事故等の異常発生時を想定した訓練の実施

維持管理情報の
蓄積・管理・分析 アセットマネジメント情報システムの活用

水処理センター・ポンプ場の特性や基準に合わせた施設の運用と処理機能の確保

年次計画

下水道事業：120億円

計画期間の予定事業費

取組39 水処理センター・ポンプ場施設の維持管理 水道 工水 下水

水処理センターの適切な運転管理

維持管理情報の蓄積・管理・分析
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　閉鎖性水域である東京湾の水質を改善するため、東京湾流域の1都3県は、「東京湾流域
別下水道整備総合計画」を策定しています。本市は、関係自治体とともに、計画で定められ
た目標水質の達成に向け、今後も富栄養化の原因物質とされる窒素やりんの除去などを
目的とした水処理センターの高度処理化に向けた取組を進めます。

効 果
●東京湾の水質環境基準を達成・維持し、快適な水環境が確保されます。

　下水道の普及により、河川や海などの公共用水域では大幅に水質改善が図られました。
しかし、本市の下水処理水が最終的に流入する東京湾では、通常の下水処理過程では除去
することのできない、窒素やりんなどを原因とした富栄養化により、依然として赤潮被害
が発生しているなど、更なる水質改善が必要な状況です。こうしたことから、東京湾流域
の1都3県では「東京湾流域別下水道整備総合計画」を策定しており、本市を含む関係自治
体は、計画で定められた目標水質の達成を目指して、窒素やりんも除去することのできる
高度処理の導入を進めています。

現状と課題 公共用水域の改善（高度処理）

現 状

・水処理センターの高度処理事業を推進する必要があります。
・既存施設を有効活用した、運転管理の工夫などによる高度処理（段階的高度処理）の導入
を進める必要があります。

課 題

施策14 下水道の高度処理
（４）快適で暮らしやすい水環境の創造 環境

・入江崎水処理センター（西系施設・沈砂池管理棟）の高度処理施設としての再構築の完了
・等々力水処理センターにおける高度処理事業の推進
・加瀬・麻生水処理センターにおける段階的高度処理の導入の完了

これまでの取組
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計画期間の取組内容

・等々力水処理センターにおける流量調整池の整備・既設反応タンクの改造・脱窒ろ過池
の整備
・入江崎水処理センター東系施設への段階的高度処理の導入

最
終
沈
殿
池

好
気
性
ろ
床

脱
窒
ろ
過
池

反
応
タ
ン
ク

最
初
沈
殿
池

管
理
棟

沈
砂
池

流
量
調
整
池

凡例

新設・改造
既設

等々力水処理センター平面図

大きいゴミや砂は沈
めて取り除きます。

下水の流入量を安定
させるための池です。

微生物の働きと、ろ過に
より、窒素と水の汚れの
成分を取り除きます。

汚れを取り込んだ微
生物と上澄み水に
分けます。

微生物の働きと、ろ
過により、さらに水
の汚れの成分を取り
除きます。

酸素を吹き込み、微
生物の働きによって
水の汚れ（主に有機
物）を分解・除去し
ます。

細かいゴミなどを沈
ませ、上澄み水を反
応タンクに送ります。

沈砂池 最初沈殿池 最終沈殿池 好気性ろ床反応タンク

流量調整池

脱窒ろ過池

放
流
放
流

流入流入

消
毒
処
理

消
毒
処
理

等々力水処理センターにおける高度処理の仕組み

取組40 水処理センターの高度処理化 水道 工水 下水
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R4 R5 R6 R7

等々力水処理センター

流量調整池の整備

脱窒ろ過池の整備

入江崎水処理センター 東系施設における段階的高度処理の導入

既設反応タンクの改造

年次計画

※ 令和7（2025）年度以降、等々力水処理センターについては、東京湾流域別下水道整備総合計画の目標水質の達成状況に応じて施設整備の
　 継続を検討。

指標

※ 高度処理として取り扱うことのできる処理方法等を含む。

令和3年度末（見込み）指標名  令和7年度末

高度処理普及率※ 59.3% 100%
(令和6年度末)

100

高度処理普及率

R2
（実績）

R3
（見込）

R6
（目標）

（%）

80

60

40

20

100※

0

34.5

59.3※

（年度）

下水道事業：125億円

計画期間の予定事業費

※ 高度処理として取り扱うことのできる処理方法等を含む。
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施策15 合流式下水道の改善
　合流式下水道は、雨天時には、水処理センターで処理しきれない下水が川や海に放流さ
れる仕組みとなっていることから、合流式下水道の改善を確実に進めていくため、令和5
（2023）年度末までに達成すべき技術上の基準が下水道法施行令で定められています。こ
の技術上の基準を満たすよう、本市が定めた当面の改善目標の達成に向けた取組を進め
ます。

効 果
●合流式下水道から雨天時に川や海へ放流される下水による水質汚濁の
防止や公衆衛生上の安全を確保することができます。

　合流式下水道は、雨天時に雨水と汚水が混合した下水の一部が、未処理のままポンプ場
や雨水吐き口から公共用水域に放流される仕組みとなっていることから、水質汚濁や衛
生学的な安全性が課題となっています。このため、法令で令和5（2023）年度までに達成
すべき技術上の基準が定められており、本市においても、この技術上の基準を満たす当面
の改善目標を定め、「①汚濁負荷量の削減」、「②公衆衛生上の安全確保」、「③夾雑物の削
減」に向けた取組を進めています。本市では、「①汚濁負荷量の削減」と「③夾雑物の削減」
が完了しています。

現状と課題 公共用水域の改善（合流式下水道の改善）

現 状

②
①

合流改善スクリーンなどの設置
③夾雑物の削減
：ゴミなどの削減

①汚濁負荷量の削減：放流水質の向上
②公衆衛生上の安全確保：河川への放流回数の半減

雨水吐き口などにおいてゴミなど
の河川への放流を抑制

遮集管の増強
遮集管の能力をアップするこ
とにより河川への放流を抑制

貯留管・滞水池の設置

水処理センターへ
送水し処理

雨水

汚水

河川

貯留管

遮集管

ポンプ

地表などに堆積した汚濁負荷の高い初期雨水
を貯留管などに取水し河川への放流を抑制
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・公共用水域へのゴミなどの流出削減に向けた、丸子地区における合流改善スクリーン
（水面制御装置）の設置の完了
・大師河原ポンプ場からの雨天時における未処理下水の放流回数削減に向けた、大師河原
貯留管の整備と大師河原ポンプ場における施設改造の推進
・六郷ポンプ場からの雨天時における未処理下水の放流回数削減に向けた、六郷遮集幹線
の整備の推進

・大師河原貯留管を合流改善対策施設として活用するための大師河原ポンプ場の改築
・六郷遮集幹線の整備

・令和5（2023）年度までに達成すべき合流式下水道の技術上の基準を満たすため、
 「②公衆衛生上の安全確保」に向けた取組を着実に推進する必要があります。
　　

課 題

取組41 合流式下水道の改善 水道水道 工水工水 下水

計 画 期 間 の 取 組 内 容

これまでの取組

計画期間の取組箇所
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年次計画

計画期間の予定事業費

指標

令和3年度末（見込み）指標名

合流式下水道改善率 73.5%
100%

(令和5年度末)

 令和7年度末

R4 R5 R6 R7

大師河原地区

六郷地区

大師河原ポンプ場の再構築（汚水系統の切替）

六郷遮集幹線の整備

事後評価　　　　　　　　　　　　　

事後評価　　　　　　　　　　　　　

下水道事業：76億円

100

合流式下水道改善率

R2
（実績）

R3
（見込）

R5
（目標）

（%）

80

60

40

20

73.573.5

100

0
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施策16 下水道の未普及地域の解消
　下水道処理人口普及率100％達成を目指し、主な下水道の未整備地区である土地区画整
理事業区域内や河川沿いの区域における下水道整備の推進など、下水道の未普及地域の解
消に向けた取組を進めます。

　本市では昭和6（1931）年から下水道事業に着手し、積極的に下水道の普及拡大に取り組
んできた結果、現在ではほとんどの市民が下水道を利用できるようになっており、令和2
（2020）年度末の下水道処理人口普及率は99.5％に達しました。また、下水道の整備により
河川の水質は改善されてきています。

・登戸土地区画整理地区における未普及地域の解消に向けた下水道整備の推進
・河川沿いの未普及地域の解消に向けた取組の推進

効 果
●下水道の未普及解消を進めることで、快適で暮らしやすいまちづくりに
　貢献できます。

現状と課題 生活環境の改善（下水道の未普及地域への対応）

現 状

下水道処理人口普及率と河川水質の推移

・主な下水道の未整備地区である土地区画整理事業区域内や河川沿いの区域の下水道整備
の推進に向けて、関係機関等との継続的な協議・調整を行う必要があります。

課 題

これまでの取組
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・登戸土地区画整理地区や河川沿いなどの未普及地域の解消に向けた下水道の整備の推進  

河川沿いの未普及地域の解消

河川沿いの未普及地域のイメージ

河川

基準
天端幅
3.0ｍ

縦断工作物の
布設は
原則不可

家屋

下水管を布設できる
スペースの確保

（家屋のセットバック等）
が必要

下
水
管

　基準天端幅3ｍ以内の区域への下水管の
縦断的布設を河川管理者と継続的に協議す
るほか、河川沿いの土地所有者と協議・調整
を行い、下水管きょを布設できるスペースを
確保して整備を行うなど、未普及地域の早期
解消に向けた取組を推進します。

計画期間の取組内容

指標

年次計画

令和3年度末（見込み）指標名

下水道処理人口普及率 99.5% 99.5%

 令和7年度末

年次計画R4 R5 R6 R7

登戸土地区画整理地区

河川沿いなどの地区 未普及地域の解消に向けた取組の推進

未普及地域の解消に向けた取組の推進

計画期間の予定事業費

下水道事業：2億円

凡例
：下水道整備予定区域（暫定利用区域含む）
：下水道整備完了区域

登戸土地区画整理地区

取組42 下水道の未普及地域の解消 水道水道 工水工水 下水
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　下水道へ排出する下水の量が多い事業場、又は水処理センターで処理できない有害物質
等を使用する事業場などの把握を行うとともに、水質基準の遵守を指導します。さらに、下
水道への排水を監視する必要のある事業場に対して立入調査を行い、排水指導を継続して
実施することで、水質基準を超過する排水を未然に防止します。
　また、日々変化する流入下水に対応して、適正な水処理が実施できるよう、処理過程の段
階ごとに必要な水質検査を定期的に行い、良好できれいな水を継続して川や海に返します。

　下水道の処理区域内には、下水排水量が多い事業場や水処理センターでは処理できな
い有害物質等を取り扱う施設を設置している事業場があるため、そうした事業場を把握
した上で、立入調査や排水指導を実施する必要があります。
　また、安定的に良好な放流水質を確保するため、流入下水の変動に対応した水処理状況
の把握が求められています。

・下水道への排水について監視する必要のある事業場への立入調査の実施
・水処理センターでの処理過程ごとの定期的な水質検査による適正な水質管理の実施

施策17 下水道の事業場指導・水質管理

効 果
●事業場指導により水質基準の違反を未然に防止するとともに、水処理セ
　ンターの水質管理を適正に行うことで、良好な水辺環境が維持されます。

現状と課題 下水道の事業場指導・水質管理

現 状

事業場排水採水状況 水質検査実施状況

課 題

・水質基準を超過する排水を未然に防止するために、事業場から下水道へ排出される下水
の量や水質を把握するとともに、排水について監視する必要があります。
・水処理センターからの良好な放流水質を確保するために、水質検査を定期的に実施し、
適正な水質管理を継続する必要があります。

これまでの取組
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・下水道への排水について監視する必要のある事業場への立入調査の実施

　有害物質等が公共下水道へ流されると、水処理センターの放流水質に影響が生じるおそ
れがあります。このことから、有害物質等を取り扱うなど監視を必要とする事業場に対して、
年間を通じて事前通告なしに立入調査を行います。
　また、事業場排水を採水し、水質検査・監視を行うとともに、有害物質等の取扱状況や施
設の維持管理状況を確認し、指導を継続して行うことで、水質基準を超過する排水を未然に
防止し、水処理センターからの良好な放流水質を確保します。

・下水道への排水について監視する必要のある事業場への立入調査の実施

立入調査の実施

年次計画R4 R5 R6 R7

立入調査の実施

・水処理センターでの処理過程ごとの定期的な水質検査による適正な水質管理の実施

計画期間の取組内容

指標

年次計画

年次計画

計画期間の取組内容

令和3年度末（見込み）指標名

放流水の水質基準適合率 100% 100%

 令和7年度末

年次計画R4 R5 R6 R7

水質検査の実施

取組43 事業場排水の指導 水道水道 工水工水 下水

取組44 良好な放流水質の確保 水道水道 工水工水 下水

継続実施

継続実施
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　2050年の温室効果ガス排出実質ゼロの達成を目指し、再生可能エネルギーの活用や高
効率機器の導入、最適な運転管理などにより省エネルギー化に向けた取組を推進します。
　さらに、入江崎総合スラッジセンターでは二酸化炭素（CO2）と比べて温室効果の高い一
酸化二窒素（N2O）の削減に向けた取組を行うなど、温室効果ガスの排出量を削減し、地球
温暖化対策を推進します。

・設備の更新に合わせた高効率型変圧器、超微細気泡散気装置、LED照明など高効率機　
器・省エネルギー機器の導入
・既設炉の改造（二段燃焼化）による温室効果ガス削減の推進
・入江崎水処理センターへの創エネ技術の導入として小水力・太陽光発電設備の設置
・入江崎総合スラッジセンターにおける廃熱発電設備の研究開発

　下水道事業による温室効果ガス排出量は、川崎市役所の活動の中で約18％と大きなウェ
イトを占めています。
　下水処理の過程では、多くの電力が消費されていることや、下水汚泥の焼却過程において
温室効果の高い一酸化二窒素（N2O）などが排出されていることから、省エネルギー機器の
導入や、汚泥焼却施設の高温焼却化による一酸化二窒素（N2O）の削減などの取組を進め、
温室効果ガスの削減に努めています。

施策18 下水道の地球温暖化対策

効 果
●温室効果ガス排出量の削減などを進めることで、脱炭素社会の実現に
　貢献できます。

現状と課題 地球環境への対応（地球温暖化対策）

現 状

これまでの取組

川崎市役所全体の温室効果ガス（CO2換算）排出量 （令和2（2020）年度）

（５）地球環境への配慮

市庁舎等
18.1%

市立学校等 9.8%

病院等 6.2% 廃棄物焼却
45.4%

上水道関連 2.5%

下水処理関係
18.0%

環境環境
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下水道事業における温室効果ガスの削減に向けた主な施策

小水力発電設備超微細気泡散気装置

→
→→

下水処理過程で発生する汚泥は、焼却処理後にセメントの原料として再利用しています
が、焼却に伴い発生する一酸化二窒素（N2O）は、二酸化炭素（CO2）の約300倍もの温室効
果を持っています。そこで、一酸化二窒素（N2O）の排出量を削減するための技術として、焼
却炉内部を均一に高温化（850℃以上）する二段燃焼技術の導入に取り組んでいます。

・老朽化対策などに合わせた省エネルギー化を推進する必要があります。
・再生可能エネルギーの活用に向けた取組を推進する必要があります。
・温室効果ガスなどの削減に向けた技術開発を推進する必要があります。

汚泥処理施設における温室効果ガスの発生抑制

課 題

少ない空気量で効率よく
下水を処理できる散
気装置で、空気を送る
ブロワの使用電力量を
削減できます。

従来の焼却技術と二段燃焼技術の違い
二段燃焼化の効果

【焼却する汚泥（脱水汚泥）1tあたりのN2O排出量の比較】

排ガス

燃焼空気

炉内温度に
偏りが発生し
N2Oなどの
ガスが発生

《従来の焼却技術》 《二段燃焼技術》

燃焼空気
一次空気

二次空気

排ガス

砂層砂層

温度が
均一に高温化
N2Oを抑制
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・設備の更新に合わせた高効率機器・省エネルギー機器の導入
・再生可能エネルギーの活用に向けた取組の推進
・最適な運転管理などによる省エネルギー化の取組の推進
・入江崎総合スラッジセンター１系焼却炉の再構築に合わせた温室効果ガス削減の取組の推進
・地球温暖化対策に資する下水道技術開発の取組の推進

・廃熱発電設備を導入し、創エネルギー設備による1系焼却設備のエネルギーの自立化を図
ります。
・濃縮・脱水工程において、濃縮脱水一体型機を導入することにより省エネ化するとともに、
低含水率化も実現し、廃熱発電設備の発電効率アップを図ります。
・高温焼却化と二段燃焼化により、一酸化二窒素（N2O）排出量を削減します。

これらの取組により、新１系焼却炉から排出される温室効果ガスを約７５％削減します。

入江崎総合スラッジセンター1系焼却炉の再構築に合わせた取組

計画期間の取組内容

入江崎総合スラッジセンター新1系焼却炉イメージ図焼却炉の高温焼却化
と二段燃焼化

廃熱発電施設の導入 濃縮脱水一体型機の採用

取組45 地球温暖化対策 下水工水水道

設備概要

《二段燃焼技術》

燃
焼
空
気 一次空気

二次空気

排ガス

砂層
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H25
(2013)
(実績）

R3
(2021）
（見込）

R7
（2025)
(目標）

R9
(2027)
(目標）

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量（
t-
C
O
2）

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

非エネルギー起源エネルギー起源

21.1%
削減

27.7%
削減 38.2%

削減

R4 R5 R6 R7

高効率機器の導入・省エネ化・創エネ

入江崎総合スラッジセンター 入江崎総合スラッジセンター１系焼却炉再構築　　　　　　　　　　　　　　　　　R8完成

水処理センター等への高効率機器・省エネルギー機器等の導入

年次計画

計画期間の予定事業費

指標

令和3年度末（見込み）指標名

温室効果ガス排出量の
削減割合※（2013年度比）

21.1% 27.7%

 令和7年度末

※目標値を算定する上で使用する電力排出係数は、川崎市地球温暖化対策推進基本計画において市役所の温室効果ガス排出目標
量を算定する際に使用した値を用いる。

下水道事業における温室効果ガス削減目標

※取組36「水処理センター・ポンプ場の再構築」、取組37「水処理センター・ポンプ場の設
　備更新・長寿命化」に含まれる。

入江崎総合スラッジセンター
新1系焼却炉の運転開始
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　循環型社会の構築に向けて、下水道の持つ水（下水・処理水）、汚泥、熱などの資源と施設
の有効利用を推進します。また、下水道工事で発生する建設副産物のリサイクルを推進する
とともに、再生資源材料を工事に積極的に採用します。

・高度処理水の利活用（水処理センターでの場内利用、せせらぎ水路での利用、川崎ゼロ・エ
ミッション工業団地への提供、近隣事業者への供給）
・汚泥焼却廃熱の温水プールでの有効利用
・下水道施設の上部空間の有効利用（市民開放など）
・管きょ内空間の利用（光ファイバーケーブル）
・下水汚泥の焼却工程で発生する焼却灰のセメント原料化の推進
・再生資源材料の工事への積極的な採用
・工事で発生した建設副産物のリサイクルの推進

　下水道は、水（下水・処理水）、汚泥、熱など、多くの利用可能な資源を有しています。循環を
基調とする経済社会システムの実現が求められる中、こうした貴重な資源を有効利用するこ
とで、循環型社会の構築に向けて大きな役割を果たすことが可能です。
　下水道の持つ資源・施設の有効利用として、高度処理水を原水としたせせらぎ水路の整備
により市民に憩いの空間を提供するほか、汚泥を焼却処理した際に生じる灰をセメント原料
の一部に有効利用する、焼却排熱を温水プールへ利用するなどの取組を進めています。

・下水道の持つ資源・施設の有効利用を継続的に実施していく必要があります。
・下水道施設の空間利用を推進する必要があります。
・建設副産物の再資源化や再生資源材料の活用を継続する必要があります。

施策19 下水道の資源・施設の有効利用

効 果
●循環型社会の構築と快適な地域環境の創造に貢献できます。

現状と課題 資源・施設の有効利用

現 状

これまでの取組

課 題
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・高度処理水の利用の継続（江川せせらぎ水路、洗車用水など）
・下水汚泥（焼却灰）の有効利用の継続
・汚泥焼却熱の有効利用の継続（入江崎余熱利用プール）
・下水道施設の空間利用の継続（加瀬水処理センターなど）

年次計画

計画期間の取組内容

江川せせらぎ水路 洗車用水

入江崎余熱利用プール 加瀬水処理センター
（加瀬ふれあいの広場）

R7R4 R5 R6

処理水の有効利用

下水汚泥・焼却熱の有効利用

下水道施設の空間利用

取組46 資源・施設の有効利用

継続実施

継続実施

継続実施

下水工水水道
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・再生資源材料の工事への積極的な採用
・工事で発生した建設副産物のリサイクルの推進

計画期間の取組内容

年次計画

R7R4 R5 R6

再生資源材料の採用の推進

建設副産物リサイクルの推進

取組47 再生資源利用の推進 水道水道 工水工水 下水

継続実施

継続実施

建設副産物リサイクル概念図

リサイクル施設

建設副産物 工事資材

下水道工事

再生

活用発生

搬入




